
（別紙３）

～ 2026年2月20日

（対象者数） 15 （回答者数）
13

～ 2026年2月20日

（対象者数） 10 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

パートの方の勤務を考慮しながら、もれのないようにチェッ

クしたい。

2

職員の持つスキルを活かした専門的支援なども考えたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

どういう訓練が抜けているかを洗い出し、数年で網羅できる

ようなサイクルを考えたい。

2

今後、地域全体での交流機会があれば、参加を考える。

3

○事業所名 遠野地域福祉事業所　　ぐんぐんはうす

○保護者評価実施期間
2026年2月4日

○保護者評価有効回答数

2026年2月4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

様々な対応マニュアルを職員だけでなく、保護者にも周知し

ていく必要がある。

マニュアルはあるが、すべてのマニュアルに対する訓練は

行っていなかった。

児童館との交流は、児童の実態から難しい。 同じ事業所内での交流は意識して行っている。

話やすい雰囲気で、情報共有を意識している。 月ごとの会議の他に、毎日の中で、小さなことでも共有する

ことを心掛けている。

職員の得意を活かした支援を考えている。 職員や保護者に、空き瓶や空き箱の持ち寄りを呼びかけ、児

童が「作りたい」と思うような環境作りをしている。

事業所における自己評価総括表公表


